
・研修の目的： 現場作業に必要なスキルを習得させる
・資格取得等：玉掛け技能講習、小型移動式クレーン運転技能講習、

フォークリフト運転技能講習、ガス溶接技能講習
・業務との関連性： 業務に従事するため技能向上が必要
・従前の研修との比較：従前の研修等と比べて新たな要素を取り入れている

（理解が深まるよう、自社社員による予習・復習を実施）

＜研修内容＞

■参考例その5 ：業務に必要な資格～資格を取得してスキルアップ～

（2）研修カリキュラム

研修日 時間 場所 内容 講師

6月13日（火）～
6月15日（木）
※3日間

1日目7時間
2日目8時間
3日目6時間

○○スクール 玉掛け技能講習
○○スクール
講師

6月20日（火）～
6月22日（木）
※3日間

各日7時間 ○○スクール 小型移動式クレーン運転技能講習
○○スクール
講師

6月26日（月）～
6月30日（金）
※5日間

各日8時間（最終
日のみ7時間）

○○スクール フォークリフト運転技能講習
○○スクール
講師

7月4日（火）～
7月5日（水）
※2日間

各日7時間
○○スクール ガス溶接技能講習

○○スクール
講師

(4）参考例のポイント
・ 複数の研修も１つの研修計画として申請できること

▶経費の予定額
・ 講習参加費 116,000円×2人＝232,000円（テキスト代込み・消費税除く）

※玉掛け（22,000円）、小型移動式クレーン（34,000円）、フォークリフト（40,000円）、
ガス溶接（20,000円）すべて1人当たりでテキスト代込み、消費税は除く

・ 研修受講時間：95時間

▶補助金額
① 研修経費 232,000円×1/2＝116,000円 基準額 8,000円×13日×2名＝208,000円

低い方の116,000円
② 賃金相当額 ＠1,100円×95時間×2名＝209,000円
③ 補助対象金額①+②＝325,000円

（3）補助対象となる金額

〇申請企業：建設業 資本金5,000万円 従業員数50人

〇研修実施について：Ｃ社ではこれまで有資格者や経験豊富な人材を採用してきたが、近年では応募者
  が集まらず採用に苦慮していた。そこで、未経験者や経験の浅い者に対しても募集
を広げるなど、採用方針を転換し、新たに社員を雇入れた。雇入れた者は実務経
験がなく、早期に現場作業が行えるよう技術向上のための研修を行なうことに決め
た。

〇研修対象者：令和5年度新規採用職員2名（2名とも職場体験付き求人での雇用）／社外研修

（1）研修の目的等
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